
開発 ・保 護 と地 域

市 川 光 雄

はじめに

先ほど古川 さん は、地域の景観 にっいてず いぶんと悲観的な見方をされま した。将来、地球

上にはい くっかの保護地域が点として残 るだろうが、それ以外の ところはすべて開発され、破

壊 しっ くされて しまう。そ うい うふうに開発 ・破壊地域 と保護地域に景観が二極化 して くるだ

ろうといわれ ました。私 としては、この両極の間に、自然と人間の関係が もう少 ししっ くりい

くような道はないものか、 と考えているわけです。私自身 もアフリカなどで起きっっあること

を見ていると、悲観的な気が してな らないのですが、そんなことは不可能だよ、 と言い切って

しまって はみ もふたもないので、 ここではそ こに希望をっないで、お話 しを したいと思います。

いわゆる開発の影響ということで、私達人類学をや っている者がまず思い浮かべ るのは、 こ

れまでの地域における固有の生活 ・文化が、最近の伐採やダム建設、プラ ンテー ションなどの

農業開発、あ るいは鉱山開発などのいわゆる資本主義的な開発によって どのような影響を受け

ているか、ということだと思います。 しか し私達のフィール ドというのは、例えば私が この20

年 くらいかかわって きた中央アフリカの熱帯雨林 というようなところでは、まだ開発があま り

進んでいないところ、っ まりいわゆる 「豊かな自然」あるいは 「多様な生物相」というのがま

だ残 っていて、それが開発計画 とか人口増加、移住などによ って最近危な くなっているところ

で もあるわけです。ですか らそういうところでは、 「開発」 と同時に 「自然保護」も当然大き

な問題 になっています。 「開発」に直面す る地域 とい うのは、同時に 「保護」計画に直面する

地域だということになるわけです6

そ こでまず今 日は、そうい う地域の固有文化 と自然保護の対象 となるような自然の多様性の

間には実は深い関係があるということを話 してみたいと思います。例えば、世界のいろいろな

地域の自然の中で も、東南アジアのインドネシアとか、南アジアのイ ン ド、アフ リカのザイール、

カメルーン、南米の ブラジルなどは特 に生物的多様性の豊かな、「超多様性(megadiversity」 を

有する国ですが、そ ういうところでは文化的多様性 もまた際だ って高いわけです。いま文化的

な多様性を使用言語の数であ らわすと、イン ドネシアには実に670も の言語があ り、イン ドで

は380、 カメルー ンでは270、 ザイールでは210、 ブラジルでは210と い う具合に、生物的多様性

が特に豊かだ といわれる国は、軒並み200以 上の言語が話されている多言語 ・多文化国家です。

こういうふ うに統計的に見ると、何か、文化的多様性(使 用言語の数)と 生物多様性の間には

相関があるのではないかということになるわけです。

20



これは、いわゆる 「未開地域」では、一方では大規模 な開発によって自然が破壊 されていな

いこと、また他方では、社会 ・文化面で も、国家的な統治のために文化的な同質化(国 語、国

民文化等による)、 あるいは文化的な求心化が十分に進んでいないか らだ といえるか もしれま

せん。そ うならば自然の多様性 と文化の多様性の結びっきは偶然 ということになります。 しか

し、私 は、それが偶然ではない地域があり、そ こでは両者の間に内的な関係があるという気が

す るのです。

そ うすると問題は、なぜ固有文化は生物的な多様性が高いところで多 く見 られ るのか、 とい

うことにな ります。その理由のひとっとして、生物多様性が固有文化存立の 自然的基盤になっ

ていることが考えられます。またそれと同時に、固有文化からの何 らかの意図的、非意図的働

きかけによって生物多様性が維持 されているという面 もあるのではないかと思います。そ して、

いわゆる開発が固有文化と自然多様性の両方を荒廃させるのは、固有文化における 「自然 と人

間の関係」 といわゆる近代的、資本主義的な開発が目指す 自然の利用様式とは根本的に異なる

からではないか、 ということです。これらの点について、特に中央 アフ リカの熱帯雨林地域の

例か ら具体的に検討 してみたいと思います。

中央 アフ リカ熱帯雨林域で進む開発 と保護計画

中央アフリカの コンゴ川流域には、世界の熱帯雨林の5分 の1、1億5千 万ヘ クタールを し

める広大な熱帯雨林があ ります。アフ リカの熱帯雨林は、大西洋の沿岸部では15世 紀末以降の

西欧との接触によって、早 くか ら森林破壊が進んでいま したが、内陸部ではコンゴ川沿いの交

通の便が悪いこともあって、これ までは大規模な開発の手が比較的及んでいませんで した。 コ

ンゴ川の下流には、スタ ンレイが最初にこの川を下 ったときに辛酸をなめた大爆布があって、

それが大 きな障害になっていたのです。 しか し最近 になって、カメルーンや コンゴなどでは道

路などのインフラが整備 され、木材の伐採やプランテーションの建設など、急速ないきおいで

開発の手が延びています。

例えばコンゴ北部 は、 ゴリラやチ ンパ ンジー等の希少動物の生息密度が高いところとして有

名ですが、ここではすでに何十万ヘ クタール もの森林が伐採計画の対象にな っています。カメ

ルーンの東南部の森ではバカ ・ピグ ミーが住む森の大半が伐採地区、あるいは将来の伐採のた

めに残 してある地区になって しまいました。私が長年、調査地 にしてきたザイールのイ トゥリ

の森では道路事情が極めて悪いので、本格的な伐採 はまだ始まっていませんが、アブラヤシや

コーヒーのプランテーションなどは以前からありました。
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このイ トゥリの森では最近、砂金の採集が盛んになってきま した。森の中に砂金が見っかる

と、少な くともここ数十年間は人間が住んでいな くて、野生動物の絶好 の繁殖場だ ったような

ところにまで、砂金を採取するために急激に人 口が流入 します。そ こで耕地を開墾 した り、集

中的な狩猟を行 うので、そ うい うところでは生態系の劣化が懸念されています。

イ トゥリの森を人工衛星の画像で見ると、森林の破壊の様子がよくわかります。私 はこうい

う画像を使 って、人間の居住跡や畑の跡、かっての交易路などを特定 して、この地域の生態史、

っま り人間と自然の相互作用の歴史を復原 しようと したのですが、画像を見て、それとは別な

点で驚いて しまいま した。いま私達の ところでは、衛星データを使 って地域の解析を している

人がいますが、その人に頼んで植生の状態がよ く反映されるように画像処理を して もらいまし

た。だいたい、赤 い色が裸地、ない し貧弱な草地で、黄色が畑、薄い緑が二次林という具合に、

緑色が濃 くなるほど密な植生を表すようにして もらったわけです。そ うすると、イ トゥリの森

の中にも黄緑や薄い緑の部分があちこちにあることがわか りま した。特 に衝撃的だったのは、

ナイル川水系とコンゴ川水系を分けている大地溝帯のエスカープメントの西側、っ まりイ トゥ

リの森の南東部で、大きな円形状に森が蝕まれて、黄緑部分が広がっていたことです。大地溝

帯の西側か ら、ちょうど何かが 「爆発」 したような感 じで、森林の破壊が進んでいるのです。

これ は、私達がこれまでに認識 していた森林の開発 とはずいぶん様子が違います。従来の開発

というのは、道路に沿 って人々が流入 し、そこか ら帯状に周辺部で畑が開かれてゆ くという、

イ トゥリの森東部の衛星画像。中央を東西 に流れるの

が コンゴ川の支流イ トゥリ川、右下 はナイル川の支流

セムリキ川。中央下部 に円形の森林後退部がみえる。

線状の開発パターンをとっていま した。 し

か しこの新 しい開発のされ方 は、 もっと爆

発的な感 じです。

さらに画像を拡大 してみ ると、この円形

部分を構成す る点 々が、焼 畑(赤 く見え

る)と その跡地(う すい黄緑)で あること

がわか りました。プラ ンテー ションや伐採

などの大規模開発だけでな く、 こうした形

でも確実に 「開発」が進行 して いることが

わ か る の で す 。

なぜ、こんな形で開発が起 きるのか。 このイ トゥリの森の東部には、大地溝帯を構成する丘

陵地帯があ りますが、 ここは火山性の良好な土壌のために昔か ら農業が盛んな ところで した。

このあたりからいま、難民問題で騒がれているルワンダにかけては、中央アフリカ有数の農業
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中心地で人 口密度 も非常 に高 いのです。近年、 この地域で人 口増加や換金作物栽培の普及に

よって耕地不足が深刻化 しています。そ こで過剰人口を抱えた この丘陵地域か ら、人口希薄な

熱帯林への移住が続いているのです。丘陵の上か ら見 ると、下の森で どん どん畑が開墾されて

いるのがわか ります。その様子がラン ドサ ッ トの画像に もあ らわれているのです。

一方、 こうした開発の波 に対抗 して、自然保護の動 きも活発化 しています。イ トゥリの森で

は、キ リンに似た珍獣 オカ ピの保護のために140万 ヘクタールに及ぶオカ ピの保護区が指定 さ

れていますが、 この森 には、古 くか ら 「森の民」が生活 しているのです。いわゆるピグミー系

の森林狩猟採集民で、ザイール東部か らカメルー ンにかけての コンゴ川流域の東西約2000kmの

範囲にわたって分布するグループの一っで、ムブティ、あるいは複数形でバ ンブテ ィと呼ばれ

ている人 々です。彼 らは多種多様な森の資源に有形、無形の形で依存 して生活 しています。

現在の保護計画がこれまでの保護区や国立公園計画と異なる点は、その内部に何 とか こうし

た 「森の民」が残 って生活できるように しようと模索 している点で しょう。 しか し、どういう

形で、 どの程度、 こうした住民の活動を認めるか とい う点はまだ未解決のままです。

いずれにせよ、現在進行中の開発や 自然保護計画によって、これまでのような人間 と自然の

関係の継続が困難 になっています。 しか し、開発や保護 によって、森の民の生活基盤が奪われ

る、あるいは減少するということだけが問題なのではあ りません。そうした外側か ら生活基盤

を脅かすような開発、いいかえれば 「生態系あるいは環境の開発」とは別に、あるいはそれに

ともなって、さまざまな物資の交換、っまり地域の経済を通 してゲ リラ的に彼 ら⑱生活の内部

に入 り込んで くる、いわば 「生活の開発」といった ものがあ ります。 さらに、そうした生活に

入 り込んだ開発が彼 らの人生観や価値観等 を変容 させてゆ くといった、 いわば 「価値観の開

発」あるいは 「開発の内面化」があります。環境 ・生活 ・意識 といったさまざまなレベルの開

ム ブテ ィのキ ャンプ。 下 の 女 性 はGilbertiodendron

の 豆 を す りお ろ して い る 。 ま ん 中 の櫛 を つ け た女 性

は、Rothmanniaと い う木 の 実 の 黒 い 汁 を 別 の 女

性 の 顔 に塗 って い る。

発が一体 とな って進行する、いわゆる統合

的世界資本主義によって、従来のような人

間と自然 との関係が根本的に変えられよ う

としています。 このような レベルでの開発

が 「地域の人間と自然の関係」に対 して ど

のような問題を持 っているのかについて、

最後に少 し触れてみたいと思います。
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森に依存 した文化

まず、地域の生態系の中で人間と自然がどのような関係にあるかを見てみたいと思います。

私が1970年 代の中頃か らたびたび訪問 している中央 アフ リカのザイール共和国のイ トゥリの森

に住むムブティ ・ピグ ミーと森の関係についてお話 しします。

例えば、彼 らの野営地のスナップを見るだけで も、彼 らの生活、文化 とい うものが森の資源

に強 く依存 していることがよくわか ります。野営地では、森の木の実をす りおろ して調理 して

いる女の人が いる。その横に見え る家は100%森 の素材だけでで きている。女の人が髪 に刺 し

た櫛や、手に もっているザルなどの物質文化 も植物か ら作 る。そ して、キャンプそのものも森

の中にっ くられている。彼 らが森という自然に密着 した文化 ・生活を営んでいることはこうし

た一枚の写真からもよ くわか ります。

特に植物 との関わりについては、実に多種多様な植物世界 との関わりが見 られます。現在、

我 々はこうした森の民による植物の利用 と知識に関する情報をデータベ ースにまとめるプ ロ

ジェク ト(ア フローラ ・プロジェク ト)を 進めています。この計画の意図は、一つには森の民

が育んで きた伝統的な知識を保存す ることですが、 もう一つは、従来はマイナー ・プロダク ト

として木材等より経済的 に低 く見 られて きた、いわゆる非木材森林資源の持っポテンシャルに

目を向けよ うというわけです。

イ トゥリの森で も、 これまで1000点 以上、約600種 に及ぶ植物を採集 しま した。これで も森

の植物の一部にすぎないけれ ども、彼 らと植物との関係がどのような ものか という概況を知 る

には十分だと思います。結論か らい うと、ほとん どの植物が何 らかの意味で彼 らの生活で使わ

れているということです。意図的に用いてはいな くて も、何かの役割を果た している。

まず、食用となる植物が100種 以上 もあ ります。 この中にはイル ビンギア ・ナ ッツやアフ リ

カショウガの ように地域の市場で売買されて いるものや、将来の食料資源 として注目を集めて

いるもの も少な くあ りません。ちなみにこれ らの産物は、植物が生きたままの状態で生み出す

もので、植物の最終産物であり死骸である木材の利用 とは異な り、生 きた植物の存在を前提 と

している ものですか ら、森林の保護とは矛盾 しない。そ ういうところか ら、森林の利用 と保護

を結びつ けるものとして も、いま注目されているところです。マーケッ トに行 くと、 こういう

森の産物が コンソメなんか と一緒に調味料 として売 られています。都市に住んでいる人達 に

とって も、 こういった森 の産物が 「故郷の味」 として忘れ られない ものになっているのだろう

と思います。

また、魚毒や矢毒 などに使われる植物 も100種 以上 もあ ります。熱帯雨林の植物は動物の食
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害に対す る適応と して有毒な二次生産物(secondarycompound)を 持っ ものが多 く、上手 に

使えばこれ らが薬になる。そうした中か ら、例えば心臓 に効 くとされる植物 も見っか っている

わけです。

いろいろな道具や装飾 品の素材、建材等に使われ る植物は300種 以上 もあります。彼 らの道

具類は全部あわせて も100点 程で、本当に少ない。実にシンプルな ものですが、その8割 以上

の ものが植物性素材 を利用する。彼 らの物質文化 は文字 どお り 「森の文化」 といってよいで

しょう。

植物 はまた、さまざまな儀礼に も使われます。狩猟の際にはある種の木の葉をいぶ して、そ

の煙を体にあてて匂いを取 り除 く。あるいは、ある種の植物を焼いた炭を顔 に塗 って、体が見

えないよ うにする。つ まり、自分の体を森 と同化 させ るというわけです。 このようにリチュア

ルな 目的で用 いられるものが150種 余 りあります。

その他、直接は役に立たな くて も間接的に役だっているもの、例えば彼 らの好物の蜂蜜の蜜

源となる植物があります。植物はまた種々の動物の餌 になり、それ らの動物を彼 らが狩猟す る。

彼 らは動物の餌や隠れ家などをよ く知 っていて、動物が食べ る果実の季節になるとその近 くに

足場を作 って待ち伏せて獲物を射た りします。

要するに、物質的に も精神的に も、また直接的、問接的に、生活のあ らゆる面で森の植物が

利用 されているというわけです。さらに森の中には森の父(主)と 呼ばれる存在がいて、その

森の主の木 として伐 ってはいけないとされ る植物(こ んαrεop8Z8CO几goZα㎜)も ある。

一言でいえば、森の民の文化は植物世界が持っ多様性に依存 した文化だ ということで しょう。

ですか ら、森を壊 してその文化だけを残す ことはなかなか難 しいだろうと私 は思います。

人間活動の影響

森 の民の文化 が森に強 く依存 していることを指摘 しましたが、森 の方 も現在のよ うな姿に

な ったの は、人間の活動に依存 して いるとい う面があると思います。

アフリカの森林帯における人間の居住の歴史は東南アジアの場合などよりはるかに古 くて、

少な くとも数千年前か らピグ ミー系の狩猟採集民が森に住んでいた といわれています。それに

加えて、いまから2、3千 年前 くらいから、バ ントゥー系の農耕民 も森 の中で農業を始めた。

アフ リカ森林地帯のバ ントゥー系農耕民は、 もともと西アフリカのサバ ンナで雑穀類の栽培を

していたわけですが、彼 らが、アジアか ら伝わった作物、っまり森林での栽培に適 したプラン

テ ンバナナ、タロ、ヤム等の作物を得て、さらに森林を開墾する鉄器の製造技術を身につけて、
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森林地帯に移住を始めたのは、いまから2、3千 年前だといわれています。

そして、何が彼 らをそんなに動か したのかはわか らないが、バ ン トゥー系の農耕民 はその後

もぞ くぞ くと東及び南に向かって移動を続 けた。紀元500年 頃、つま り森の中への移動を始め

てか ら1000年 か ら1500年 くらいの聞には、 もう直線距離 にして3000～4000kmも 離れたアフ リ

カの東海岸(イ ン ド洋岸)に 達 しています。紀元1000年 くらいには、一部の湿地帯やイ トゥリ

のような最奥部の森を除いて、 コンゴ盆地の森林地帯の大半に分布を広げたといわれています。

焼畑を行いなが らの移動であ ったことを考えると、 この移動の速 さは驚異的です。そ してこの

移動の過程で各地 に二次林を残 していったわけです。その後 も人口密度が増えるにっれて、分

布を広げてい った。そうしたことの結果、 この地域の森のいたるところで原生的植生の撹乱が

あったと見 るのが妥当ではないかと思います。アフリカの熱帯雨林 における広範な人為の痕跡

については、植物生態学者の リチャーズなど も、 「アフリカでは一見原生林のように見える森

も、実は古い二次林であることが多い」と述べているとおりです。

イ トゥリの森なども、飛行機の上などか ら見ると一見人跡未踏な広大な原生林が広が ってい

るように見える。 しか し、衛星写真などでよ く見 ると、あちこちに植被のやや薄いところがみ

え ます。そ ういうところは古い道路や集落の跡地の二次林です。小 さな集落やキ ャンプの跡地

はさらにわかりに くいけれど も、少な くともイ トゥリのようなところでは森の内部に入 ってみ

ると、それはよ くわか る。すなわち、樹種構成な どにかなりの相違が見 られ るのです。いわゆ

る原生的な植生はジャケツイバラ亜科の喬木が多 く、ところによっては純林をつ くる(0`わer酷

od飢dro几deω εひreの もの もあ ります。 しか し一見原生林のように見 えて も、古い二次林 に

は原生林の主要樹種であるジャケツイバ ラ亜科の大木がない。代わ りに半落葉生のニ レ科、セ

ンダン科、ウルシ科、トウダイグサ科の樹種が多 くな っていることで区別で きるとい うわけで

す。

イ トゥリの森 にはこのような古い二次林性パ ッチが原生林の中に散在 しているのです。 もと

もと森 とい うのはさまざまな更新段階にある植生のモザイクで、いわゆる原生的な植生のあち

こちに風雨による倒木などで自然に生 じたギ ャップがある。それか ら更新 したさまざまな段階

の二次植生が原生林の中にモザイク状に見 られるわけです。イ トゥリの森ではこうした自然の

植生変化のサイクルに人間の手が加わ って、それが増幅 されているのだ といってよいと思 いま

す。人為的な二次林には、狩猟採集民のキャンプの跡や、蜂蜜採集のために木を切 り倒 した跡

な どがありますが、それよりも植生に大 きな影響を与えるものは農耕活動です。

人工衛星の画像(ラ ン ドサ ッ ト)を見 ると、古い街道や農耕民の大 きな集落、焼畑の跡、それか
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ら、かってのアラブや植民地政府の交易所など、放棄 されてか ら何十年 も経 って、現在では森に

なっているようなところで も、植生が薄 くなったところと してはっきりと確認できます。1930～

40年 代に森を貫通する道路がつ くられ、植民地政府 によって、その道路沿いに住民が強制的に

定住化 させ られたのですが、それ以前には、森 の中にこのように集落が散在 していた ことがわ

かります。

ところで、こうした二次林が実 は狩猟採集民の生活にとって重要な役割を果た しているので

す。ムブテ ィ ・ピグミーのキャンプ地では、下ばえ等の植生を刈 り払いますが、そうすると地

表 まで太陽の光があたるようになります。そ してキャンプが放棄されると、そこには二次植生

が生い茂 ってきます。 ところが この中には、食用 となる植物が多いのです。キャンプ跡地には、

アフリカショウガや、パ イナ ップルのような果物をつけるクワ科の1吻 磁 π仇α8sp.な どの食

用植物がよ く生えています。 そのほかcUη αr砒m、R`C画odeπdroπ な ど、十分な 日光が当た

るところでないと発芽 しなか ったり、成長 しなかったりす る、いわゆる陽樹が見 られる。彼 ら

の主要な食用植物の発芽や成長の条件を検討 してみると、その中には、 こうした明るい二次林

性の環境を好む植物が少な くないのです。っまり、キャンプ跡地などの二次林的環境は、 これ

らの植物の成長に格好の成長と繁殖の場を提供 していることになります。

あるいは、彼 らが食物と して利用 した野生植物の廃棄部分(種 や皮など)、 排泄物などから

新たな芽生えが生 じている。キャンプの片隅では、 クワ科のTrec協 α(4r`cα㎎(種 子を食用

にする)や キ ョウチク トウ科のLα 几do{ρ厩α(あ ま酸っぱい実を食べる)な どが発芽 していま

す。 このよ うにゴ ミ捨 て場か ら生える植物には、 この他 にもヤマ ノイモや α隅αr砒配(ロ ー

ソクの木)な どがあって、重要な植物が多い。特に 五απdo加配αのような植物 は、人間や動物

がこれを種 ごと呑込んで消化管の中を通す ことによって、禿芽 しやす くな った種を、 日当 りの

よいところで排せつすることによって、発芽が促進されているわけです。人間の居住の跡はそ

ういう有用資源の リサイクルの場です。ゴ ミとい うものは現代社会では生活か ら排除 して燃 し

た り捨てて しまうことが多 いが、ここのゴ ミ捨て場は、発芽の場であった り、土壌を肥沃に し

た り、資源の リサイクルの場 として、重要な役割を果たしているというわけです。

さらに人間が移動 した後の土地は別の意味で も重要です。特に農耕民が放棄 した焼畑の跡 に

はまだ食物が残 っている。 そこは野生動物にとっては格好の餌場で、ここには特 に二次林を好

むサルな どの動物が集 まって きます。 それを狩猟採 集民 のムブティが狩 り、 その肉をバ ン

トゥー系の農耕民がっ くる農作物と交換す る。農耕民 はそうして耕作を続ける。こうい うふ う

に考えると、 この地域の森 は、狩猟採集民、農耕民、植物、動物の間の相互作用によって人間
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の生活環境 として徐々に整え られてきた可能性があると思います。

このよ うな人間活動のインパ ク トは、生態系の自然回復力を損なうほどの ものではない、 と

いうことが重要です。それと同時 に、そ うしたインパ ク トによって、生物相 自体が豊かになっ

たことにも注目する必要があると思います。イ トゥリの森には、本来はサバ ンナ性の動物だが、

環境に対す る人為的影響(二 次林化)に よって分布をのば してきた動物、っ まりサバ ンナ地域

か ら二次林をったって移入 して きた と思われる動物、例えばサバ ンナ ヒヒ、ハイエナ、ケイン

ラット等 もいて、森の動物相は森林性 とサバ ンナ性の動物を §ックス したような状態になって

います。それ らが一緒 になって森の生態系をつ くっているのです。つまり、地域生態系はその

ような人間と自然の長い間の相互作用を通 じて形成された歴史的産物だ ということです。

以上をまとめます と、人間は地域の自然に多 くを依存 しているが、逆に自然の方 も人間活動

の影響を受ける。 自然の多様性と文化が互いに支えあ って地域の生態系を維持 して きた、 とい

うことになると思います。ですか らいま、ワイル ドライフ ・サンクチュア リをつ くって自然 を

保護 しよ うという動きが盛んにありますが、 もちろんそれが必要な地域が多いとは思いますが、

このように一方では完全に人間を排除 したサンクチュア リをっ くり、その外ではどんどん開発

を進めて何を して もいいということになるとやはり問題です。そういう形の保護は極端に二元

論的とい うか、近代文明における自然と入間の対立を極限化 したような ものだ し、第一、そ う

いうふ うにしてで きた自然の姿自体 も歪曲されかねないとい う問題があ るという気が します。

より広い社会 との関係

森 と人の共存世界 というか、そ ういうものが一体 とな った地域の生態系について紹介 して き

ましたが、 しか し、そ うした地域の生態系 は世界の他の社会か ら独立 して存在 しているわけで

はありません。現在 は、よ くいわれているよ うに経済的、政治的なグローバ リゼーションが世

界各地で進行 しています。開発 とか保護 もそ うい うグローバ リゼーションの一つといってよい

で しょう。いわゆる大規模開発 とか自然保護計画は、地域のいわば外側から迫 ってきて、生活

基盤を脅かす もので、住民にとってはいわば 「寝耳に水」のような ものですが、これ とは別 に

地域の生活や活動を巻き込んで入って くる 「開発」があ ります。 こうした 「生活 に入 り込んだ

開発」によって、地域の生活の変容は確実に進みっっあるし、時代の流れ として も、それは避

け られないと思います。

例えば、ムブティの女性達 もいまではほとんどの人がプリン ト模様の布地を着けていますが、

それ らの布地 は外国からの輸入品です。彼女達は農耕民の農作業の手伝いを した り、あるいは
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獣肉との交換によ って これ らの布地を得ているわけです。あるいは若者達 も、森か ら村に出て

くるときには、村の男達が着ているよ うなカラフルな服を着てお しゃれを したいと思 っている。

こうしたものを手に入れ るためには、何 らかの形で外部の経済に参加 しな くてはな らないわけ

です。現在では、獣肉をは じめとす る林産物の交易や農作業の補助などが これ らの物資を得 る

主要な方法となっています。

この ようなより広い社会の経済 との接触 は、イ トゥリの森 のような奥地で も100年 以上前に

遡るものです。1905年 前後に新婚旅行でイ トゥリを訪れたイギ リス人の旅行家が撮影 した写真

をみると、その当時すでに、キ ョウチク トウ科の樹液(ゴ ム)や 象牙などが この地域の代表的

な産物と して輸出されていたことがわか ります。初期の植民地時代には、 この2つ で輸出高の

95%を 占めていたともいわれています。天然ゴムの方 は、過剰採取のために資源が短期間のう

ちに枯渇 して しま った。象牙の方は、この地域ではムブティの狩猟に負 うところも大 きか った

のですが、象の頭数が激減 したので限定的な保護政策がとられるようにな り、いまでは一部地

域を除いて象狩 りも衰退 しています。

っま りこのことは、森の民の自然 との関係と、いわゆる資本主義的な自然利用 とは、根本的

に異な っていることをよく物語 っていると思います。一言でいえば、それは 「生態系の論理」

による森の利用 と 「市場経済の論理」による利用の違いということで しょう。一方は、森の民

の森林利用 についてみたように、多様な資源の安定利用を図るものだ し、他方 は市場価値 を持

っ少数の資源の効率的、かっ最大限の利用 しか眼中にない、 といって もよいで しょう。そ して

同時にこれ は、社会 ・生態系の安定性の維持を目指すのか、それ とも社会の発展や富の最大化

を志向するか、という対比 にも置き換え られると思います。 こういうふ うに異なるものをどう

っないでいくか。そこに地域と世界の共存、両者の接合(あ るいは折衷)を どのように行 うか

という非常に難 しい問題があるのだと思います。 しか し、当面の問題は、地域を取 り囲む経済、

特にアフリカ諸国の国民経済が惨たんたる状況にあることを考えれば、そうした不安定な国民

経済に対 して地域の生活を どう維持 してい くかという問題になると思います。

例えばザイールでは、国民経済がめちゃくちゃで、甚だ しいインフ レが続いています。 これ

までに何度 も通貨の切下げが行われた り、あるいは高額紙幣を突然に変更 して、それ にとも

なって古い紙幣を無効にす るというような ことが行われました。インフレの例をあげます と、

ザイールでは独立後15、6年 の間に物価は60倍 に上昇 しましたが、 しか し、実質賃金は逆に4

分の1に 下が って しまいま した。特に、1970年 代半ば以降の経済の悪化 は著 しくて、年率100

%以 上のインフレがず っと続いていました。1980年 代の半ばの実質所得 は、独立当初の10分 の
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1に まで減少 して しまったということです。これでは賃金だけでまともにやっていては暮 らせ

ない。事実、 この国の都市 ではさまざまな内職、物資の横流 しなどの インフォーマル ・セ ク

ターが活発で、それが市民の生活を支えているとい う面があるといわれています。

一方、地方では、現金の値打ちがなくなるのにっれて、物 々交換が復活、あるいは強化され

ています。 しか もイ トゥリの森などで は、現金価格の変動にかかわ らず、一定のバーターの

レー トが維持されていたのです。1975か ら1987年 の12年 間に食料の現金価格は500か ら1000倍

に上が ったのにもかかわ らず、労賃 は250倍 にしかな らない。いろいろな物資の間の現金によ

る相対価格 も変化 している。ムブテ ィの供給する労働力は、それと交換 され る農作物と現金価

格と比較す ると、わずか2分 の1の 価格 になって しまいました。 しか しこの地域では、 こうし

た現金価格 とは別に物 々交換(あ るいは現物支給)の レー トというのがあ り、それは現金価格、

あるいはそれ らの相対価格の変動に もかかわらず、かなり一定に維持 されていた。例えば1987

年当時、ムブティが一 日農作業の手伝いな どで働 くと50ザ イール(約100円)く らいの賃金が

もらえた。 しか し実際は、彼 らが現金で支払 いを受けるのは特別な場合だけで、'多くは現物払

いで、主食であるキ ャッサバなどを現物で もらうことが多い。この場合 は1日 の労働 に対 して

15、6キ ログラムのキャッサバを もらうわけですが、これは現金価格にすると現地で100～150

ザイールに相当す る量です。同 じ労働に対 して現金払いの場合 と現物払いでは2倍 あるいはそ

れ以上になるという差が存在する。つまりここでは、現金価格でみると、ムブティの労賃は食

料などの他の物資の値上が りについていっていないが、それにもかかわ らず、現物支給の場合

には以前か らの レー トのままで安定 した交換が行われているのです。

同様な例は、ムブテ ィが森で狩る獣肉 と農作物の交換の場合にも見 られ ます。ムブティの主

要な猟法 はネッ トハ ンティングといって、ちょうどテニスのネッ トのよ うな網を用いた共同猟

です。 この猟法だ と、比較的安定 して獲物が とれるので、1950年 代か らこれで とった肉の商業

的な交易が始 まりま した。ムブティが森で狩 った動物の肉を、近 くの町から交易人がやってき

て食料や衣類などと交換 し、それを火で乾燥 させて持ち帰 る。牛や豚、ヤギなどの家畜の少な

いこの地域で は野生の肉が地域の人 々の貴重な蛋白源になります。また、こうした地方都市の

周辺では森林の荒廃が進み、人 々は急速に自然 との接触 を失 つてい るので、 そういう人々に

とって森の獣の肉は、魚や家畜等からは得 られない 「野生の力」を与えるもの として重宝 され

て もいます。大きな町では 「野生の肉」 ということでプレミアがついて、牛肉などより高価な

値段がつ いているくらいです。

ところでムブテ ィが獣肉を交換す る場合、体重4、5kgの ブルーダイカーなら首 と内臓を除
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いた1頭 分が交換の1単 位 になっています。体重20kg程 度の森林性のア ンテ ロープなら四肢の

部分をわけて4単 位に して交換す るわけです』重量 にするとだいたい骨付 きで1.5～2kgで す。

これをコップ10杯 、約2kgの キャッサバの粉 と交換 します。肉とキャッサバ粉の現金による相

対価格が変わって も、この レー トはほとん ど変化がありません。 どうして こういうことになる

のか。当事者 に聞 くと、現金と食物では 「値段」が違 う、ということで、お互いに納得 してい

るのです。

っまり都市部で は、賃金生活者の生活が不安定な経済によって どんどん悪化 していく一方で、

こういう地方の レベルでは、現金価格の変動 に左右されない安定 した物 々交換の交換 レー トが

存在 している。ある意味では二重の経済が存在す るわけです。そして、こうした地域社会にお

ける物々交換が、めちゃくちゃな国民経済に対す るバ ッファの役割を果た している。今後、外

側か らどんどん物資が入 って来るようになると、 こうい う状態をいっまで続 けることがで きる

のかわか りませんが、少な くとも現在 この地域で は、首都キ ンシャサの為替 レー トやひいては

世界の株式市況や コー ヒーやカカオの相場などの変動、そ うい うものの影響を直接 に受 けるよ

うになることが 「生活の中に開発が入 り込む」ことだ とすると、そういう外部の経済に簡単に

左右 されないような安定 した地域の交換があるといってよいよ うに思います。開発ということ

で現金経済化を性急 に進めようとするよりも、そういう地域の交換が現在の状況の中で果た し

ている役割をもっと評価 して もよいのではないか と思います。また、このような地域の交換 ・

経済といったものが 「開発の内面化」、っまりライフスタイルあ るいは価値観の変容や、ある

いは生態系の開発(こ の場合 は資源の乱開発)に 対 して果た している役割についても検討す る

必要があると思います。

森の民のライフスタイルというのは、基本的には 「その日暮らし」です。その 日に手にいれ

た ものは、その日あるいは次の日くらいには消費 して しまう。蓄えということを しない。少な

くともそれを前提に した生活ではありません。 こういうライフスタイルは、必要なものはいっ

で も森で手に入 る、 という自然の豊かさに対する信頼に裏づけ られているのです。だから、 こ

れは森の民ではないけれども、砂漠の狩人ブッシュマ ンが農耕を始めるように説得 されたとき

に、 「有 り余 るほどの食糧が原野にあるのに、なぜわざわざまた種を蒔かなければな らないの

か」と言 ったとい うようなことになるわけです。

物々交換 はこうした刹那的、あ るいは現在志向型の彼 らのライフスタイルにもよ く合 ってい

るのです。ムブティが交換で手に入れるものは、食料や衣類その他の日常使われる消費物資が

ほとんどです。彼 らは別に肉やその他の林産物の交換によって利益を得ようとしているのでは
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ない。だか ら、当面の欲 しいモノが手に入ると、それ以上 は働 くための動機づけがな くなって

な って しまう(だ か らこそ交易人は新 しい商品を持 って きて、彼 らの欲望を刺激 しようとする

のですが)。 勤勉それ 自体を徳とするような価値観 もあまり持 っていないといってよいで しょ

う。そのような消費物資、っ まり自分達が直接使 う価値の獲得を目的と した安定 した地域の交

換が、外部のより広 い社会のあちゃくちゃな経済に対す るバ ッファにな っているのです。 もし、

このようなバ ッファがなか った ら、肉の現金価格が相対的に低下 したときには、それまで と同

じものを得るために余計 に獲物を とらなければな らない。あるいは現金経済に刺激 されて、肉

の獲得量を最大化 しようとした り、効率一辺倒の生活を求めたり、あるいは当面必要でない量

の獲物 まで一生懸命 にとって、 それを現金 に替えてい くというように、 ライフスタイルが変

わってゆ く、いいかえれば 「開発が内面化」 されてゆ くことになるで しょう。そ うなると、環

境 や資源 に対す る圧力は、いまよりはず っと大 きくなると思 います。だか ら、ムブティが関

わっているような安定 した交換 は、投機的で変動の激 しい資本主義的な市場経済 に対 して地域

の生活を守 るバ ッファであるとともに、乱開発による地域の生態系(資 源基盤)の 劣化をも防

いで きた という面 もあると思います。

実際、肉の交易が本格的に始まった1950年 代か ら20年以上 もたった1970年 代の半ばに私が最

初 にイ トゥリの森 を訪れたとき、彼 らの主要 な猟法であるネ ッ トハ ンテ ィングでどの くらいの

獲物をとっているか、狩猟統計をとってみました。そうす ると、年間の捕獲量はせいぜい現存

量(そ こにいる動物の数、あるいはバ イオマス)の10～15%程 度だとい う推定にな ったのです。

この程度の狩猟圧 ならば、動物の もつ自然の繁殖 力によって、回復 しうる量であり、十分に持

続的な狩猟が可能 と思われます。

こうい う状態が果た していつ まで続 くのか私にはわか りません。 しか し、外か らの経済が極

めて不安定であること、それにもかかわ らずそれとまったく無縁 に暮 らす ことがで きないこと、

そ してそ ういった事態に対 して、現時点では彼 らは森に対す る共有権など、資源 に対する何の

権利 も与え られてお らず(森 は国有地になっている)、 資源を管理、あるいはコン トロールす

る術がないこと、そういうことを考えれば、当面 はこうした交換体系の果たすべ き役割がある

ように思います。 「開発」とか 「経済的な近代化 」とい うことが、 こうした地域の交換システ

ムを国家とか世界の経済 と同 じ土俵の上に持 って くることを意味するとした ら、少な くとも現

在のような状況で は、そのよ うな開発を性急 に進めることは地域の生態系や住民の生活 ・文化

に対する影響が大 きいのではないかと思います。
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コ メ ン ト

遅 沢 克 也

世界システムに巻 き込まれっっあ る熱帯地域の多様な生 き方や固有な文化を今後 どういう形

で継承 していけるのか。私の考えていることを述べてコメン トに変え させて いただきます。

市川さんの ピグミーの話 を聞 くたびに、なん と素晴 らしい人々なのか、何 とか彼 らの生 き方

を残す手だてはないものかと考えさせられます。今 日のスライ ドにはなか ったのですが、あの

ピグ ミーの踊 り手、少女達の表情はほん とうに素晴 らしい。私が接 した東南ア ジアのサゴ農民

は、 こす くて したたかで、薄汚い。開発の波が押 し寄せて くるとき、彼 らは時にはイスラムを

出 し、時にはア ミニズムを、時には慣習法をだ しなが ら、サーバイバルする。そういう過程で

新 しいコンセプ トが生 まれるといった具合です。正直い って、負けたというか、ああいう調査

地にいけばよか った とうらやま しく思います。

吉田さんがいわれた我々側が どう価値転換 を しうるか ということに関連す ることなのですが、

私は彼 らの価値観に積極 的に関わっていけないかと考えています。スラウェシ島周辺には、海

洋資源や森林資源を巧みに利用する固有な技術体系や知識が存在するが、こうした ものを維持

する一っの手だてとして、 ここの生業を巡る旅ができないかと考えています。彼 らの精神世界

がほん とうにゆたかで価値のあるものな らば、我々側か ら、研究者 としてではな くて、巡礼者

にな って、彼 らを師と敬 い、彼 らの生業を具体的に体験 しなが ら彼 らの価値観を学ぶ。そこで

の文化的事象に参加 しなが ら我々自身の生き方を見っめ直す ようなことがで きないかと考えて

います。 こうい うことがで きるかどうかが一っのポイン トになるのではないか。 もっとも、私

自身、家族を捨て られ るか どうかいろいろ問題はありますが … 。

例えば、南 スラウェシのルウのサゴ社会で は森に入 ってサゴヤシの伐採か らサゴ洗いまでを

します。夜は古老か ら伝承神話に耳を傾ける。参加者はルウの森の精霊を信 じきれ る者でなけ

ればなりません。

バジョエの海の社会で は、素潜 り漁などを学びなが ら海の神への信仰を追体験 します。我々

の中か らバ ジョエの後継者は生まれないで しょうか。

ブル クンバの帆船建造基地では船大工に師事 し、船材の採取か ら建造までを学ぶ。 日本の船

大工が参加 し、伝統 と伝統がぶっかりあう。そこから、新 しいタイプの木造船が造 られ るか も

しれません。
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セコの山地社会では鈷を使 った狩猟を学 びなが ら、自然 との関わり方の伝承を聞 く。 さまざ

まな儀礼に も参加す る。そ うした生業を巡 る旅を仕掛けるのはどうで しょうか。

いま、四国にいて、大変気にな っているのは、最近、若者の一人遍路が増えていることだ。

かつて修験者達は古神道や空海密教を踏まえなが ら、四国の聖地を掘 り起 こし、踏み固めてい

きま した。それが八十八 カ所の札所とな っていったといわれています。熱帯の固有の文化を将

来に継承する手だてとしてこうした生業を巡 る旅を仕掛けるのはどうか と考えています。

市川さんにお聞 きしたいのですが、 ピグミー も、さまざまな レベルの開発によつて変容を迫

られているとすれば、具体的に今後 どのよ うな手だてが考え られるか。そのへんのことをお聞

きしたい。

質疑応答

市川 ちょっと言い逃れになるかも知れない

けれど、他人の生活をどうしたらよいかとい

うことを考えるよりもまず、そういう人たち

の生活が我々に対 して持 っている批判的側面

というのを認識する。我々の考え方や自然に

対する関係とかに対する批判的側面というも

のを読み取るということがまず第一だと思い

ます。具体的にそれ以上にどうしたらいいの

かというと何 とも申しようがないのですが、

当面の課題 としては、そういう人びとの生活

を混乱に陥れないようにすること、そのため

には、伝統的なものをもう少 し評価すべきで

はないかということだと思います。

アフリカの場合は国民経済が特に冷戦終結

後、極端に悪化 していっていますか ら、開発

の手が一方では非常に進んでいるのですが、

ある意味では逆にス トップしている部分があ

ります。経済が破綻することによって、逆に

伝統的なものが再評価されるような土壌がで

き上が っています。そういうものを拾い上げ

て、それが持っている可能性を検討するとい

うことをしないといけないと思います。

井上 森の民が生態系の論理にしたが って生

きているのに対 して市場の論理があるという

お話でした。それに関 して事実確認をさせて

いただきたいと思います。

なぜそういう質問をするかと申しますと森

の民は豊かだ、それはそのとおりだと思いま

す。私もカリマンタンの森の民と接 してそう

思っています。ところが世の中はそういう森

の民の文化というものが、文明の世界に同化

してゆくのが当然だと考えている人がむ しろ

多いのではないかと思います。

そういう流れに対 してある程度主張するた
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めには二つ方法があると思います。一つは感

性に訴えること、 もう一つは、理性で説得 し、

訴えるということです。 これから質問するこ

とはどちらかというと理性の方に関わること

で、事実かどうかということです。

ムプティの人々は森あるいは植物の利用に

おいてそういう森を再生のため、あるいは資

源利用のための社会的な規制があるのかどう

か。なぜこういうことをいうのかというと、

外からの文明、外か らの市場経済の浸透とい

うものに対 してあまりにも弱すぎるという感

じが します。これはムブティだけではな くて

世界の森の民がそうだと思います。その場合

に、社会的に埋め込まれた規制があるのかな

いのかというのは非常に重要ではないかと思

います。逆にそういうものがないとす るなら

ば、彼 らは自然の中にある意味で とけ込んで

自然の一部として生活 しているといういい方

があると思います。ムプティの人々に関して

はどうかということを教えて下さい。

市川 いまおっしゃった社会的な規制 という

ことですが、彼 らが意図的な資源の管理をし

ているかどうかとい うと、それはあまりない

のです。先ほどいいましたように、森 という

のはもう彼 らの感覚では尽きることがないも

のです。ただ彼 らが実際にや っていることを

見ますと、例えば移動ということをします。

あるところで取れる獲物や植物の量が少なく

なっていくと、相談 してキャンプを移動 して

いきます。決 してその場で取 り尽 くしてしま

わないのです。取り尽 くしてはいけないとい

うのではな くて、あるところに一定期間以上

いると、だんだん狩猟や採集の効率が落ちて

くる。つまり一 日猟に出てもあまり獲物が と

れないという日が続 くようになるのです。そ

うすると移動するわけです。そうしておくと、

次にそこにもどってくる時には充分な資源が

回復 しているということになっているわけで

す。

意図的な、いわゆる社会的な規制がないと

資源が管理できないかというと、私は必ず し

もそうとは思いません。確かに規制があった

方が強いと思いますが、あまり物欲を刺激さ

れなければ、そこそこ人間は上手にやってゆ

くものだと思います。 しか し、例えばそこに

商品経済が一挙に入 ってきて、現在よりはる

かに大 きな欲望が刺激されるようになると、

資源に対す る規制や管理、権利などが十分に

確立されていないと資源の維持は難 しいだろ

うと思います。彼 らのいまの生活を見ている

と際限のない欲望にとり愚かれて、どんどん

取 っていくというような感 じではないわけで

す。いずれはこのままではいけないだろうか

ら、その時に備えて、いままでの慣行とか効

果をよく意識せずにやってきたようなことを、

意識化 してゆくというような作業が必要では

ないか、そのたあには色 々外の人 とディス

カッションしたり、そういうことももちろん

必要だ と思います。

増田美砂 筑波大学の増田です。例えば林産
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物を見 ると実は19世紀の頃、 もう国際商品化

しています。輸出統計を見ると、ある一っの

産物の寿命というのは非常に短い、次々に違

う産物が生 まれては消えていくのですが、住

民の生活から見ても爆発的な変化が、 もし60

年代、70年 代以降だとしたら、その間の人口

増はたかだか年数%と いうレベルの話で、そ

うすると、一体何が爆発的に変化 しているの

かというのが、私にはよく分か らなくなって

いるところがあります。先ほどのザイールの

ランドサッ トの画像の下の方ですが、それは

かなり長い期間の結果生 じていて、私たちが

情報を得 るようになったのがつい最近ですか

ら、大変だと言い立てているだけなのか、そ

れともそれ以外の何か、例えば農耕の変化、

消費水準の格段な飛躍、そういった人口増を

超えるような要因の有無にっいてお尋ね した

い。

市川 まず林産物の方か らですが、確かにア

フリカで も19世紀あるいはそれ以前か ら林産

物は取 り引きされてきたのです。 しか し、林

産物の利用 といっても、非木材森林資源の利

用と、木材の利用 とはち ょっと違うのです。

木材というのは切 ってしまえばそれで終わり

で、っまり最終産物、植物の生産する死骸を

使っているわけです。 しかし、非木材産物は、

再生可能の木とか実 とか葉 と、そういう植物

が生きた状態のままで生み出す産物です。木

を切って しまうと、その元手そのものを奪っ

て しまうことになりますから上手 くない。 し
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かし、木を切 らないで、その産物を上手 く利

用すれば、森林の保護 とその利用を結合でき

るのではないかということです。実際に、イ

トゥリの森のような奥地で19世 紀以来利用さ

れていたのは、樹脂や象牙などの非木材資源

で、伐採のように森を破壊するようなもので

はなかったのです。

それか ら 「爆発的」ということですが、確

かに人口増加というのは一っの要因ですがそ

れだけではないのです。いまおっしゃったよ

うに、一方で は商品作物の栽培というのが

入ってきて、消費水準というものが高 くなる

ということがあります。 しかし、ザイールの

場合は特にそうしたことに加えて1981年 に経

済の自由化があって、それまで禁止されてい

た砂金の採集とか、制限されていた住民の移

動というのがかなり緩やかになったのです。

それをきっかけに人々が森の中に入ってきた

ということがあります。 もちろん、それ以前

か らも不法に入っていたわけですが、自由化

されて、それが合法化されることによって、

それが一挙に増加 したというような状況があ

ります。それがああいう爆発的というか、人

口稠密な南東部からバ ッと膨張 しているよう

な形の植生破壊になっているのだと思います。

それ以前の森林の開拓 は道路に沿 って人が

入ってきて、道路の両側を線的に開墾すると

いうやり方でした。

増田 開発の面的な広がりにっいて歴史的情

報が不足 しているのではないか。例えばジャ



ワでは19世紀に開発が進んだと思いますが、

その時にスマ トラとか、ボルネオでも、ある

いはずいぶん進んだのではないですか。です

から、情報の不足の結果、すべてジャングル

だったと私たちは思い込んでいるだけなのか。

ニューギニアのハイランドなどほとんど森林

植生はありません。そこは国際的商品や国際

経済の動きと無縁な所で生 じた現象だと思い

ますが。

古川 一っは、道をっける技術が ものす ごく

進展 して、相当奥まで入 り込めて面的な開発

を随分加速 したという印象です。

ニューギニアで も林がないのだから、イン

ドネシアも林の消失が古 くから進んでいたの

ではないかというご質問ですが、 この二つの

地域は性格が違 う。ニューギニアは定着農業

の世界だが、インドネシアはコレクターの世

界ですから、値打ちのあるものだけ採集する。

材木に値打ちが生まれたのはごく最近で、そ

れまでは林は放置されたと思います。

増田 例えば人口増加率が2%で 増えたとし

て、エネルギーの増加量は、イ ンドネシアで

も2%ど ころではなく数十倍になっています。

そうするとそれは人口増加の傾斜以上に生活

パターンの変化で上積みがどんどんされてい

るということになるのではないか。それ は

言ってみれば私たちの生活に近づいてきてい

るのでは、まさに結構なこと、本当はもっと

発展すべ きだとしか私達 としてはいいようが

ない。

古川 大量消費が文化の進歩なので しょうか。

我々に近づいて来なさいという倣岸 さは私 は

持ち合わせていません。
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